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東南アジア熱帯雨林における C02フラックスの長期観測
*斎藤琢.~路朝臣・佐藤嘉展 (九大)
諸問利幸・ωairJ.地曲。1.蔵冶光一郎・鈴木雅一(東大)
近年、大気中の二酸化炭素濃度に対する植生の影
響カ認識されるようになり、大気圏・生態圏の二酸化
炭素交換過程および二酸化炭素交換量の定量的な把
握が重要視されている。このため、世界の多くの植
生地帯で長期のフラックス観測が行われている。し
かし、東南アジア熱帯雨林での長期の二酸化炭素フ
ラックス観測は皆無である。そこで本研究ではマレ
ーシア熱帯雨林で2∞1年6月から乱流変動法によ
り観測されている長期フラックス観測の結果を報告
する。
熱帯雨林のような垂直構造が発達した森林で大気
森林間の二酸化炭素交拠蹴量を把握するためには、
NEE (NetEcc町制nExchange)の算出カ宝重要と
なる(Malhiet. al. : 1鈎8)0N回の算出には樹冠
上及び林内の貯留フラックスカ溜要であり、本観測
サイトでは樹冠上のフラックス及び林内の貯留フラ
ックスを測定しNEEを求めている。
樹冠上のフラックス観測はサイトに立てられた高
さ的mの観測用クレーンを使用し、叩en下ath式の
フラックス測定装置を高度6O.2mに設置している。
吹送E鴎佐は主風向に対して約1km確保されている。
測定には超音波風速計 (KAIJODA!庇旧)および赤
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外線ガス変動言怖J-CORU7民泊)を用い、渦相関法
によりフラックスを算出している。ブラックス値は
超音波風速計の角度補正、リニアトレンド除去、
WPL補正を行い、 30分平均データとして求めてい
る。貯留フラックスは林内6高度に設置したチュー
プから空気をサンプリングし、地上の clo艶d-path
式の赤外線ガス分析計 (U-CORU8∞)及びロガ
ー(CRlOX)を用い30分間隔で自動計測している。
2∞1年6月から2∞2年2月に観測された樹冠上
での二酸化炭素フラックス、林内の貯留フラックス、
NEE (Net Eα)S}'stem Excha碍e)の平均値な日
変化(図 1)は以下のようであった。 NEEは日中に
下向き(吸収〉、夜間に上向き(放出)の顕著な日変
化を示している。日中のNEEピークの平均的な値
は下向き 15μmolm匂"1であり、夜間のNEEピー
クの平均的な値は上向き 5μmol'm"2・S"1である。樹
冠上の C02フラックスと貯留フラックスのピーク
には顕著な時間的ラグがある。
また、2∞1年6月から2∞1年2月までの樹冠t
のフラックスによって算出された年間の炭素貯留量
は4.4tC ha"1'year"1であった。
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図1:貯留フラックス、樹冠上フラックス、 NEE(μmol-m-2・8'1) の日変化
(2001年6月から2002年2月の平均働
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